
〇募集期間　令和元年12月２日（月）～12月27日（金）

〇提出方法　メール・ＦＡＸ・持参

〇提出件数・意見数（メール９件・ＦＡＸ７件・持参１件）７６件

本計画策定にあたり、多くの貴重なご意見・ご要望ありがとうございました。

ご提出しただきましたご意見は、その趣旨を損なわないよう要約し、同趣旨のご意見を取りまとめています。

意見数意見の概要

子育て支援事業について（８件）

市の考え方

　平成30年度より、公立・私立認可保育園・認定こども園

で、在園児が保育中に急な発熱など体調不良になった場

合、保護者の就労状況により、引き続き保育を行っていま

す。なお、市内には１個所、病後児対応型の病児保育をＮ

ＰＯ法人により運営しています。

　今回、本計画策定にあたり、保護者向けに実施したアン

ケートでは、病児病後児保育のニーズはある一方で、約６

割の保護者が「病気の子どもを預けたいと思わない」と回

答しており、その理由として一番多いものは「病気の子ど

もを家族以外に預けるのは不安」との結果でした。

　今後もニーズの把握に努め、安心して利用していただけ

るよう民間事業者との連携も含め検討してまいります。

　現在市内のすべての公立・私立認可保育所・認定こども

園において、保育時間の延長希望に対応するため、必要な

保育士を確保し、延長保育を実施しているところです。引

き続き、保護者の就労状況やニーズに対応できるよう努め

てまいります。

③

すべての量の見込みと確保の内容が同じになって

いるのはなぜか。余裕を持った計画を望む。前回

の夢プランでは教育・保育の量の見込みが現実と

合っておらず、社会ニーズが読み切れていなかっ

た。提供体制が量の見込みを上回るようなキレの

良い数字になるはずだと思う。

　本計画は、全ての事業でニーズ（必要量）に応じた量を

確保していきます。ニーズの算出は、過去の実績や利用す

る子どもの推計人口などをもとに推測し、見込んでいま

す。なお、計画策定後の令和4年度（中間年度）におい

て、大きな乖離が生じた場合は、必要な見直しを行う予定

です。

病児保育がなく子どもの急な発熱で対応ができな

い場合、遠方の施設まで預けに行く必要がある。

小規模でも良いのでＮＰＯ等と連携した病児保育

の仕組みを検討してほしい。

①

②

延長保育について、保育士を確実に確保しないと

延長保育は実施できない。保育士の身分保障を

しっかりと行い、確保すべきである。

1件

1件

2件

はびきのこども夢プラン（案）の意見募集に係るパブリックコメントの結果について

1



意見数意見の概要 市の考え方

　放課後児童支援員は全国的に人手不足の状況で、本市も

必要な人員の確保に努めています。職員の身分保障は、令

和2年度から会計年度任用職員の新制度に統一され、一定

の待遇改善が図られる予定です。

　高学年への支援については、大切な課題と認識してお

り、子どもの発達段階や学校生活のリズムに配慮し、安心

して過ごせる生活の場となるよう、様々な工夫や取り組み

を行っています。なお、4年生以上の入会継続率は年々高

まっており、高学年の居場所として一定の役割を果たして

いるものと考えています。

②

民間の学童保育や放課後デイのようなものがある

が、ニーズ量や確保数に含まれないのか。多様な

ニーズに対応するためには、多様な場が必要と考

える。それらの支援の状況も知りたい。また、民

間学童への助成を実施するか、もしくは、市の認

可施設にしてほしい。

　放課後児童健全育成事業は、公設公営の施設で運営する

方針であるため、ニーズ量と確保数は公立のみの数となっ

ています。なお、民間の放課後児童クラブが本事業の一部

を担っていただいていることは認識しており、連携もして

いきたいと考えていますが、現時点では業務委託や助成な

どにより市の実施体制に組み込む考えは持っていません。

　また、放課後等デイサービスについては、在学中の障害

のある児童に対して、放課後や夏休み等の長期休暇中も継

続的に生活能力向上訓練を実施し、放課後等の居場所を提

供しています。

2件

3件

④

今、働いている保護者（母親）の保育園受け入れ

希望をすべてかなえてほしい。希望しても、現時

点で就労していないと困難である。子どもが小さ

くても働けるなら働きたい保護者はたくさんいる

ので、就労試行期間も含めて入所可能になるよう

にお願いしたい。

⑤
子育て支援センターの建物、職員体制も改善

すべきと思う。

　保育認定に必要な理由の中には、求職活動中も含まれま

す。今後も就労希望のある保護者ができるだけ入所できる

よう調整を行い、民間保育所・こども園と協力しながら保

育士の確保や施設の充実に努めてまいります。

　子育て支援センターの建物・職員体制については、保護

者のニーズに対応し、適切な運営に努めてまいります。

3件

1件

【子ども夢プラン推進委員会委員長より】保育の体制に関

しては、保育者の確保が日本各地で大きな課題になってい

ます。量的な充足だけではなく、質的な充実も求められま

す。羽曳野市で保育者の研修を担当することもあり、尽力

していますが、保育者の待遇改善も含め、さらにできるこ

とはないか考え、提言してまいります。

子育て支援事業について（放課後児童健全育成事業）（７件）

①

学童保育の利用者が年々増加しているが、指導員

の数は足りていて、身分保障はされているのか。

対象が６年生まで拡大されたことにより、子ども

の過ごし方が多様化したと思われるが、その対応

は十分にされているのか。
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意見数意見の概要 市の考え方

1件

1件

④

土曜日の開設日が年間８日間と南河内で土曜日開

設していないのは羽曳野市だけではないか。土曜

日を通年開設してほしい。

　土曜日の通年開催について、保護者会からも要望があ

り、市議会へ請願も提出されているため、保護者の切実な

要望であると受け止めています。実施に向けた研究も行っ

ていますが、利用児童が急増しているため、当面の優先課

題は希望者を全員受け入れ、安心・安全に過ごせる体制と

環境を整備していくことと考えています。

③

学童保育の使用者数が増大していることに対する

コメントがない。ニュースで全国でも待機児童が

増大していると聞く。学童保育使用者数の見込み

が増えないと想定するのは問題だと思う。保育所

使用者の増大が学童保育使用量に反映するはず。

【子ども夢プラン推進委員会委員長より】新型コロナウィ

ルス感染拡大防止のための休校に伴い、児童の学校以外の

居場所の意義が再認識されています。実施体制整備や、民

間と公立のバランスについては、公平性の観点もふまえ、

すべての子どもの幸福のために議論すべき課題と私は考え

ます。放課後児童支援員等には、家庭的な雰囲気での環境

づくりに加え、児童期の子どもたちの心理や行動の基本的

理解が求められますが、そのための研修等が充実している

とは思えません。今後の課題と認識しています。

　見込み量については、この間の利用者増の傾向を踏ま

え、第1期計画より大幅に増加していますが、児童数は減

少傾向にあるため、第2期計画では約1,100人前後で推移す

ると考えています。

　なお、全国的には待機児童を出していたり、高学年の受

け入れを制限している自治体もありますが、本市では待機

児童を出さないことを優先に取り組んでいます。
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意見数意見の概要 市の考え方

就学前教育・保育について（12件）

　保育園や認定こども園は、施設の規模や立地条件など

様々であり、利用者の希望もあるため、一部の施設で定員

超過となっていますが、各施設において、国の基準や保育

の安全性などを確認し、定期的に立入調査を行い、児童の

安全や適正な施設運営に努めています。

①

施設の耐震化や老朽化対策として、建て替えでは

なく、認定こども園への移行を基本としいるとこ

ろが良く分からない。公立の保育園を耐震や老朽

化という理由で、経済的な理由を押し隠している

ようにしか思えない。

　認定こども園への移行は、幼稚園や保育所という施設・

制度の垣根を越えて、地域の子どもたちを一体的に育てて

いくことを目指しています。

　本市は、「就学前教育を進めるために大切な集団活動の

適正化を図る」「地域の就学前児童数の分布状況や地理的

状況」「施設の耐震性・老朽度合い」など、地域の現状や

現在の通園範囲等も踏まえて総合的に検討しており、今後

も、持続的かつ質の高い就学前教育・保育を提供していき

たいと考えています。

④

「（仮称）西部こども未来館設立事業」の計画が

先延ばしになったのであれば、もう一度計画を話

し合う委員会の立ち上げからやり直すことはでき

ないのか。340人規模は効率重視、また財政上の効

率重視とも受け取られる。一人ひとりの子どもや

保護者に優しい保育内容を想像できる認定こども

園の形を探ってほしい。

長年に渡って幼稚園や保育園が築き上げたものを

壊してしまいそうである。マンモス化によって人

（友だち）とのつながりが希薄化し、通園の負担

（危険）が増すことで保護者の負担が増えると考

える。

3件

　「（仮称）西部こども未来館」の開園の時期は、当初予

定より1年延期となりましたが、現在令和４年４月の開園

に向け準備を進めています。併せて、幼稚園教諭と保育士

が一緒に、共通のカリキュラムを作成し、子ども一人ひと

りに応じた環境と関わりが提供できるように検討を進めて

いる状況です。

　今後も円滑な園運営に向け、準備を進めてまいります。

1件

②

保育園の統合による大規模化について基準を満た

しているという回答であるが、人数が増えること

へのリスクの検証や何かが起こった時の責任の所

在を明確にしたうえで、納得できる回答がほし

い。また、その機会を確保してほしい。

1件

　「（仮称）西部こども未来館」は、0歳～2歳と3歳～5歳

の園舎を分けて保育を行うことで災害時の避難誘導や感染

症の発生時などの対応が取れると考えています。

　また、国の配置基準等に基づき、職員の適正配置など、

体制面でも十分な対策を講じ、安心安全に通園できる環境

づくりに向け取り組んでまいります。

　

③

保育園の定員超過が目立つ。これでは適正な保育

が行われているとは言い難い。定員100名以上の園

というのは適正規模ではないと考える。日常の保

育もさることながら災害時など緊急時の対応が難

しいのではないかと思う。

2件
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意見数意見の概要 市の考え方

⑤

地域の枠を外した認定こども園は、小学校に通学

する子どものことを考えていない。小学校区毎の

幼稚園を３歳児より受け入れて、もっと地域に根

差した幼児教育を望む。就学前の教育は、ただ勉

強ができるだけでなく、社会に出た時に自分で考

え、行動し、周りとの適度な距離感を保てる力を

身に付けていることが大切になってくると思う。

先を急いで伸ばすことは結局倒れやすくなると思

う。

4件

　本市においても少子高齢化は進んでおり、幼稚園だけで

なく、小・中学校にも影響が出てきています。これについ

ては、市全体の問題として施設のあり方を含め検討してい

きたいと思います。

　本市の３歳児保育は、認定こども園への移行に合わせて

開始する予定で、認定こども園への移行を想定していない

園は、順次3歳児保育を開始しています。

　また、平成30年4月に、幼児教育・保育において法律が

改正され、３歳児以上の幼児教育の共通化が図られまし

た。本市においても「環境を通して行う保育」を軸に、子

どもたちが豊かな体験を通して小学校へと育っていくこと

ができるように「子どもの力の基礎」を培うための取り組

みを行っております。

【子ども夢プラン推進委員会委員長より】広報「はびき

の」2020年１月号に掲載された座談会で紹介がされている

通り、羽曳野市には、就学前施設の統合もありますが、幼

小中を縦につなぐチャレンジもあります。地域の現状での

ニーズをふまえつつ、なかなか歯止めのかからない少子高

齢化の流れのなか、子どもや孫の時代の街のあり方まで視

野に入れ、議論を続けていただく必要があると思います。

⑥

認定こども園化することの問題点について、利用

している保護者の意見を聞くべきだと思う。他市

の私立幼稚園に通園している人数等も把握をして

対応しほしい。
1件

　本計画は、公立幼稚園、公立・私立保育園の園児数の動

向や今後の推計をはじめ、私立幼稚園や認可外保育園の通

園状況も踏まえ、今後の保育需要量を見込んでいます。

「こども未来館たかわし」での成果や評価、また他市町村

の事例などを参考に、認定こども園共通のカリキュラムを

作成し、子どもたちにとってより良い環境になるように検

討を重ねてまいります。
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意見数意見の概要 市の考え方

①

「子ども家庭総合支援拠点設置事業」は、相談・

訪問など支援の必要な子どもや保護者が主体の施

策のように読めるが、やり方によってはすべての

子どもや保護者の居場所づくりに使える有効な施

策とも考えられる。すべての子どもや保護者の集

いから支援が必要な親子を拾う現実的な窓口とな

る。「子育て支援センターむかいの」の今後の方

向性も見えない中、「青少年児童センター」を親

子の居場所づくりと「子ども家庭総合支援拠点」

として活用してはどうか。

1件

　「子ども家庭総合支援拠点設置事業」の実施について

は、全国的に増加傾向にある児童虐待や育児に不安を抱え

る家庭への支援など、子育て家庭を総合的に支援するた

め、その仕組みづくりについて本市も検討を重ねていま

す。拠点の場所については、利用のしやすさ、相談者のプ

ライバシーへの配慮、個人情報の管理、関係機関との連携

を考慮し、既存施設の活用も含めて検討していきたいと考

えています。　なお、今後も子育て支援センター、子育て

世代包括支援センター（保健センター）などと連携を強化

することで、居場所づくりを含め、支援の必要な家庭に、

必要な支援が届くよう施策の充実に取り組んでまいりま

す。

重点施策（事業）について（３件）

②

「はびきの中学生study-Ｏ」事業について、通っ

ている保護者から「もっとやってほしい」という

声を聞く。土日全て実施するなどの回数を増や

し、また、もっと身近な場所で実施するなど拡大

すれば、羽曳野市全体で子どもたちの「学力支

援」の施策となると思う。正規職員の兼務体制で

回しているやり方は、これ以上の展開は難しいと

思う。教育関係や子どもの居場所づくり事業と繋

がる方法もある。あるいは、貧困対策として、福

祉部局と連携するなど、組織的な体制づくり、人

の確保が必要と考える。人材については、退職職

員のボランティア参加や無料塾を実施している団

体と連携するなど、協力体制を探ることも必要に

なると思う。また、指標の設定が「利用した生徒

の満足度」となっているが、組織体制、場所や回

数を増やす、また、参加者の増加などを指標にし

てはどうか。

1件

　「はびきの中学生study-Ｏ」事業については、平成21年

度の事業開始以来、中学生の学校外・休日における学習機

会を確保するため、土日に市役所の空き会議室等を活用し

て、職員等スタッフによる学習支援を実施してきました。

その10年間の実績の中で、生徒の参加動向や教室の空き状

況等を踏まえて、年間の開催日程やスタッフの実施体制を

決定しているところです。今後も、現場でのニーズ把握や

アンケート結果を踏まえて、子どもたちにとって最適な体

制・環境づくりに努めてまいります。
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意見数意見の概要 市の考え方

【子ども夢プラン推進委員会委員長より】国の施策の大き

な方向として、それぞれの基礎自治体が自主的に工夫し、

努力するよう、促されていると思います。自主性や個々の

自治体の充実も大事ですが、近隣自治体が協力し、互いの

よいところを学びあいつつ、広域で助け合っていきたいと

願っています。

③

「小・中学生スポーツクラブ活動事業」は、羽曳

野市の目玉施策になると思う。現状の政策推進課

と他課からの応援体制ではこれ以上無理があると

感じる。本気で事業を実施していくのであれば、

スポーツ振興課に担当部署をつくるなど、今以上

の職員確保をしてほしい。

1件

　「小・中学生スポーツクラブ活動事業」については、

小・中学校のクラブ活動にはない種目（女子サッカーおよ

び硬式テニス）を対象に、活動の機会と場所を提供し、子

どもたちにスポーツの楽しさを知ってもらうため、これま

で取り組みを進めてまいりました。また、職員の中で競技

経験のある者が、コーチとして指導業務にあたっていると

ころです。今後も、現場のニーズに合わせた体制・環境づ

くりに努めてまいります。

少子化対策について（5件）

①

日本全国が少子化問題を掲げる中、その対策がな

かなか結果を出せない現実がある。羽曳野市も例

外ではなく、人口の減少と少子高齢化が続いてい

る。市の発展には人口の増加は欠かせないものの

一つで、若い世代が住みたいと思う市になるこ

と、また、子どもや保護者を大切にする市になる

ことだと思う。市の事業として真剣に取り組んで

もらいたい。

5件

　国全体の傾向と同様に、本市においても、少子高齢化は

年々進行しています。将来の持続的な発展を目指すため、

「まち・ひと・しごと総合戦略」において「羽曳野で若い

世代の結婚・妊娠・出産・子育ての希望をかなえる」を戦

略の柱の一つとして掲げ、子育て支援や子どもたちへのサ

ポートなどを重点的に取り組むこととしています。

　これからも若い世代が結婚して子どもを持ちたいと希望

が持てるように、妊娠期からサポートできる体制を整え、

各施策をしっかりと取り組んでまいります。

【子ども夢プラン推進委員会委員長より】「子ども家庭総

合支援拠点設置事業」に関する①にありますように、「す

べての子どもや保護者の集いから支援が必要な親子」への

多様な支援がつながります。これについては、三重県名張

市の取り組みも参考になります。①だけではなく②も③も

「つながって、つながりを支える」志向性のご意見で、ま

さにその方向の支援の拡充が、私たち皆の目指す方向と思

います。知恵と、それぞれのできることを、出しあって参

りたいと思います。
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意見数意見の概要 市の考え方

【子ども夢プラン推進委員会委員長より】基本理念「ひと

りじゃないよいっしょに育とう」は、本委員会初代委員長

である望月　彰先生（当時、大阪府立大学）が、委員会の

今のあり方を当時の市職員の皆様とつくり、当時の市民公

募委員の方々の思いを軸に結晶化なさったことばです。こ

れからもこの理念を大事にしていきたいと思います。

支援が必要な家庭（子ども）について（３件）

　保護者（家庭）からの連絡により障がい者手帳の有無を

確認していることから、すべて把握することはできていま

せん。そのため、手帳の有無による必要な教員の配置とい

う判断はしていません。今後も子どもや保護者に寄り添い

ながら、手帳の有無に関わらず、各学校で支援を要する状

況に応じ、支援教育支援員を活用してまいります。

②

障害手帳を持っている子どもの「支援学校・支援

学級・普通学級」の状況はどうなっているのか。

そのために必要な教員の数は足りているのか。

1件

外国籍の子どもの支援は、子どもと家族のニーズ

を踏まえてきちんとされているのか。日本文化へ

の同化を求める教育になっていないか。

1件

　近年増加傾向にある外国につながる子どもや家庭への支

援については、教育保育施設に限らず、市全体のものと捉

えています。小・中学校および義務教育学校では、通訳及

び日本語指導を通して、渡日の児童・生徒の「生活するた

めに必要な日本語の習得支援」を行い、児童・生徒やその

保護者の気持ちに寄り添った「母語保障」を進めていま

す。　今後は、支援団体などと連携しながら、情報提供や

支援体制を整え、電子機器や翻訳ツールなどを活用し、子

どもや保護者が安心して生活できるよう環境の整備に努め

てまいります。

①

①

基本理念「ひとりじゃないよいっしょに育とう」

の目標は本当に素晴らしい。これが達成できれば

と思う。達成させるためには、公民が一体となっ

て進めることが最も大切で「絵に描いた餅」にな

らないように願う。子育てのしやすい羽曳野市を

目指してほしい。まずは市民の声をしっかり受け

止めることからはじめてほしい。

4件

　子どもたちに、自分の生まれ育ったまちに誇りを持って

もらうためには、市民ニーズをしっかりと把握し、長期的

なビジョンを持って必要な施策を進めていく必要がありま

す。

　子育てしやすいまちづくりを目指し、すべての家庭が地

域との繋がりを深めながら、子育てができるよう子育て施

策の充実に努めてまいります。

子育て施策の方向性について（4件）
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意見数意見の概要 市の考え方

③

公立幼稚園や保育園の統合により、障がいのある

子ども、支援が必要な子どもたちは一層、居場所

がなくなり、発達しにくい状況が増していくと思

われる。就学前の障がいのある子ども、放課後の

障がいのある子どもたちの居場所、学校の受け入

れと発達できる場所の保障を望む。

1件

　認定こども園は、就学前の子どもたちの適正な育ちを保

障するための施設です。

　すべての子どもたちが互いの個性を尊重し、共に成長す

るためには、小さい時から「多様性」を認めることも大切

であり、毎日子どもたちと接する幼稚園教諭や保育士の役

割は重要です。子ども一人ひとりに寄り添った環境と関わ

りを提供できるよう、指導者の育成にも力を入れていきた

いと考えます。

　また、障害のある児童を対象に、日常生活における基本

的動作の指導など行う「児童発達支援」や放課後や夏休み

の長期休暇中において生活能力向上のための訓練等を継続

的に実施する「放課後等デイサービス」など、障害児通所

支援サービスがあります。このような施設とも連携しなが

ら、子どもたちの居場所確保に努めてまいります。

【子ども夢プラン推進委員会委員長より】かつて、多くの

場合、子どもの「多様性」は困ったことで、なんとかしな

いといけないものとされていたように思います。しかし、

今後、PISAの「グローバル・コンピテンス」調査が日本で

も入ってくる可能性があります。「知識・スキル」も大事

ですが、多様な世界を生き抜くちからが、21世紀を生きゆ

くには大事です。また、多様だからこその豊かさを共に大

事にしていけたらと思います。しかし、課題もあります。

多言語翻訳機器も、おとなの翻訳には使えても、まだ、子

どもの話し方までには対応できるものではないようです。

技術のさらなる発達を期待したいと思います。また、居場

所などの変化への適応が最も難しいのが、しょうがいのあ

る子たちです。園や学校が、今以上に、共に生きる場にな

るよう、知恵を集めてまいりたいと思います。
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意見数意見の概要 市の考え方

　本市の安全に利用できる公園は、市内に点在しているた

め、一定の整備が出来ているものと考えています。また、

雨天にも遊べるような屋根を備えた公園はありませんが、

公園施設の機能と安全性を継続的に確保していくように取

り組んでいます。なお現在、プレイワーカーの配置予定は

ありません。

②

子どもの遊び場（居場所）について（7件）

③

屋内・屋外に関わらず、「遊び場」が少なくなっ

てきていると感じる。保護者が安心して見守れる

場所があればと思う。

2件

　白鳥児童館では平成29年度より地域子育て支援拠点事業

（連携型）を実施し、就学前の子育て親子が自由に利用で

きる場として施設を提供しています。また、青少年児童セ

ンターでも、体育館、運動広場、会議室を一般開放してい

ます。市内の公園や広場などは、多くの世代が共有できる

スペースとして、利用方法の制限があります。子どもたち

が制限なく集い、遊べる広場や施設を求める要望があるこ

とは認識しており、今後も市の関係課との協議や地元との

調整を進めていきたいと考えています。

①

子どもを遊ばせる場が少ない。これは、かなり前

から上位を占めている意見と見受けるが、対策が

見えない。古墳を押したいのであれば、例えば天

理市のように、古墳をテーマにした駅前広場をつ

くるなど、日常の中で押し付けではない形で歴史

を感じられる「遊び場」をつくる議論を願う。
2件

　現在、本市が管理している公園等は、大小合わせて、ス

ポーツ公園を除き１９９個所あります。その中で、最大規

模の面積を誇る「峰塚公園」は、古代悠久の歴史とみどり

を感じていただける公園として5つのゾーンで構成してい

ます。その１つ「郷土の森ゾーン」には、堀抜石棺がある

小口山古墳が存在し、さらに小口山東古墳や埋蔵文化財の

散布が確認されています。また、公園内には管理棟「時と

みどりの交流館」があり、現在、古墳群への理解と関心を

深めるための映像を視聴することができます。子どもの遊

び場については、今後も市の関係課との協議や地元との調

整を進めていきたいと考えています。

小学生が一人で行っても遊べる公園を増やす。ま

た、雨の日にも遊べるように屋根をつけるなどの

ハード整備もさることながら、公園に常駐するプ

レイワーカーを配置するなど、ソフト面での施策

も必要と考える。
1件
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意見数意見の概要 市の考え方

④

公園の遊具があまりにもお粗末であり、少な過ぎ

る。２～３歳の子どもが遊べるような遊具や大き

い子どもが遊べる遊具を置いてほしい。子どもの

体力不足が問題となっており、魅力ある公園を望

む。また、公園の駐車場は無料開放してほしい。
2件

　平成２９年度に遊具の総点検を行い、老朽化したもので

特に危険と判断したものは撤去しています。なお、今後も

撤去した遊具を含め、市域全体の遊具の配置は、公園の規

模や利用状況、立地状況等を考慮し適切な配置に努めたい

と思います。

　また、公園の駐車場は、周辺の不法駐車対策として設置

していますが、無料開放すると、公園利用者以外の駐車、

車両の不法投棄、犯罪などに繋がる恐れがあるため、有料

としています。ご理解をお願いします。

【子ども夢プラン推進委員会委員長より】「古墳をテーマ

にした駅前広場」「公園に常駐するプレイワーカーを配

置」「遊び場や遊具の充実」など、未来志向の提案と思い

ます。コストとリスクをどうするのかなど、課題も多くあ

りますので、さらなる充実を期していけるよう、様々な場

でご提案・議論いただければと思います。
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意見数意見の概要 市の考え方

プール整備（学校のプール）について（4件）

②

プールは各学校には必ず必要。今使用できない

「古市南小」「高鷲南小」のプールを早急に修理

してほしい。大きな市民プールで、安くて安全も

考えて、いつ頃できるかも早く公表してほしい。

1件

　今後、児童数の減少により学校の小規模化が進む中、財

政的影響も踏まえ、水泳授業のあり方や適正化も検討して

いく必要があると認識しています。

　今後の学校プールのあり方については、学校プールの大

規模な改修・改築を行うことや移動の手段、時間等の課題

はありますが、現在検討している市営屋内温水プールの活

用、移動しやすい小規模学校プールとの共同利用、民間屋

内スイミングスクール等の活用など、市立学校全体で総合

的に検討してまいります。

　新たな市民プールについては、令和３年度中の完成に向

け設計業務を行っており、今後、具体的なスケジュール等

が確定し次第、市広報紙、ウェブサイト等を通じて市民の

皆様にお知らせする予定です。

①

「市民事業プール整備事業」について、小学校・

中学校のプール事業と連携した形で将来の計画を

立てて欲しい。市民・保護者・専門家・学校の現

場の先生、市役所の関係課と共に考えて計画を立

てたいと思う。現状では、西浦の市民プールが閉

園され、昨年の夏は駒ヶ谷小学校と中央公園の市

民プールを開けるという方法でなんとか確保して

もらったが、子どもだけでは行きにくいという問

題点もある。 3件

　本事業は、西浦の市民プールに替わり、本市の中央部に

位置する市立中央スポーツ公園に、年間を通じてご利用い

ただける屋内型の温水プールの整備を進めています。

　この市民プールは、子どもたちのレクリエーションの場

に加え、幅広い年代の方々の健康増進の場、さらに学校

プールとしての活用を考えています。

　学校プールでの活用については、夏季以外での利用も可

能であることから複数の学校での利用も検討しており、季

節や天候に左右されない自由度の高いカリキュラムでの授

業を行うことが可能と考えています。

　整備にあたっては、学校関係者や地域の方々等からご意

見を頂き、より良いプール施設となるよう整備を進めてま

いります。

　なお、新たな市民プールが整備されるまでの間について

は、学校プールを活用した夏場のプール開放事業を実施す

る予定です。

【子ども夢プラン推進委員会委員長より】私自身、実は、

中学校と高校で水泳部でした。入部時、本当に遅かったの

で、顧問に「君は体力づくりでいいぞ」と言われて逆に奮

起し、リレー種目でインターハイの前の大会まで行けまし

た。水泳は健康そしてレクリエーションのためにも大事

で、限りある予算と学校の未来像を考えつつ、最適なあり

方を議論していただきたいと思っています。加えて、水泳

は、水難事故防止が大きな目的です。着衣水泳、溺れた人

の救命なども、学んで欲しいと個人的には思っています。
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意見数意見の概要 市の考え方

①

老朽化した小学校の給食センターの建て替えに

は、中学校全員給食を入れた計画を望みたい。子

どもたちの小中学校の給食を考えるトータルな計

画がほしい。計画の段階から、市民や専門家など

が加わり、また、子どもの意見を取り入れてほし

い。給食を利用した食育は子どもを支える一生の

力になるので、教育の一環として考えてもらいた

い。
5件

　今回新しく建設する予定の給食センターは、小学校給食

の提供を担う現在の給食センターの老朽化に伴う新築移転

です。そのため、新しく建設する給食センターでは中学校

給食に対応する予定はありません。

　お弁当を持参する生徒には、家庭弁当を通じた親子のつ

ながりや、感謝の気持ちを大切に育むこと、また、お弁当

を持参できない生徒には、栄養バランスを考えた食事を提

供するデリバリー方式の選択制を継続していきたいと考え

ています。なお、給食センターの建設にあたって、専門家

等に意見を聞きながら進めていきたいと考えています。

　給食を利用した食育については、給食センター見学会や

碓井えんどうの皮むき体験学習などを引き続き実施してま

いります。

食育（給食）について（５件）

【子ども夢プラン推進委員会委員長より】「給食を利用し

た食育は子どもを支える一生の力」、まさにその通りで

す。栄養バランスと健康、食文化の多様性の理解、アレル

ギーなどの理解、食べ物の生産と流通、作ってくださる方

の衛生面での配慮とおいしく食べるための工夫などなどに

ついて、知識とスキルだけではなく、感謝の心を育んでい

けるものであって欲しいと思います。「お弁当」にも、そ

のすべてと、かけがえのない思い出も詰まっています。
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意見数意見の概要 市の考え方

①

十代の喫煙率、飲酒率が高すぎる。未成年の喫

煙・飲酒を禁止する啓発だけでなく、そこに至る

背景として、虐待や居場所のなさや人生の悲観視

など、予防的な対応が必要と考える。

1件

　十代の喫煙率・飲酒率について、本市で実施した「健康

はびきの21」のｱﾝｹｰﾄと、全国値の比較ができませんでし

た。

　十代の喫煙や飲酒は、家庭環境が大きく影響されると思

われます。今後も思春期教育に加え、妊娠期から育児期に

おいても、喫煙や飲酒が健康に与える悪影響について伝え

るとともに、子ども一人ひとりが大切な存在だと思えるよ

うに、学校や地域で連携した見守りを実施し、予防に努め

たいと考えます。

②

子ども食堂に来ている子どもたちに、朝食アン

ケートを取ったところ、大半の子どもが朝食を取

らずに登校している現状がある。
1件

　朝食摂取は、保護者の朝食欠食、保護者の心身の健康や

経済的な問題など家庭の要因も影響していると思われま

す。保護者への更なる啓発や食育に加え、必要な家庭には

育児支援や経済的支援などの制度を活用してまいります。

子どもの健康（保健対策）について（２件）

【子ども夢プラン推進委員会委員長より】オーストラリア

のアデレードの、最貧困地域の高校を見学したことがあり

ます。妊娠・出産し学校に毎日は通えない高校生のため

の、週１回の通学と在宅学習の組み合わせによる学習継続

など、NPO法人などと連携し、先進的な努力をしていまし

た。そこでは、赤十字社が朝食を提供する部屋があり、家

で朝食を食べられない子に提供していました。日本でも、

これからの学校は、そのようになっていく方向性も一つの

選択肢であると思います。
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意見数意見の概要 市の考え方

1件

　本事業は、学校の施設を利用するため、活動の時間帯に

ついては各校区の実行委員会が小学校・義務教育学校と協

議して決めています。低学年が授業を終えていても高学年

が授業を実施していて体育館や特別教室を利用できない等

の制限があったり、一度下校してから実施する校区もある

ため、開始時間についてはそれぞれになり、各校区の実行

委員会での検討が必要になるものと考えています。

生涯学習（放課後子ども教室）（２件）

①

今の子どもたちは、スポーツ以外の屋外での楽し

みを知らない。遊びから体得したり、学んだりす

る機会をつくることも必要と考える。例えば、集

団遊び・飯盒炊爨・季節ごとに食べられる野草の

収集と調理方法・薪の集め方・河内音頭と江州音

頭を教えるなど。

1件

　放課後子ども教室事業は、実施小学校区によって活動内

容に違いがあります。子どもたちの自主的な自由遊びに力

を入れている校区もあり、竹馬や缶ぽっくり、凧あげ、ゴ

ム跳びなどを取り入れているところもあります。

　活動内容については、各校区の実行委員会で検討してい

ますが、各校区のスタッフを対象にした研修会や交流会を

定期的に実施し、屋外遊びについても交流を深めたいと考

えます。

②

放課後子ども教室について、子どもたちの多様な

体験の場となっていると感じているが、もう少し

時間を延ばしてほしい。3時半～4時半ではできる

ことが限られてしまう。低学年では1時半から参加

できるような工夫もできたらと考える。「子ども

の居場所づくり事業」で補助金が出ているが、こ

こに含まれていないのはなぜか。習い事の代替の

ような事業ではなく、子どもの自由な遊びの場の

支援はできないのかと思う。

【子ども夢プラン推進委員会委員長より】「何をするか」

も大事ですが、「誰と出会うか」も、このような機会のあ

り方を考える際に重要であると思います。このような機会

に、子どもたちは、人生のさまざまな時期にあるおとなに

出会い、自分自身の人生を見通しているのだと思います。

テストや入試というお山の先で、人生の試練と艱難の山脈

を乗り越えているおとなとの出会いは、深い学びの機会で

す。
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意見数意見の概要 市の考え方

　本計画の審議機関である「子ども・子育て会議」の委員

には、有識者のほか、市民からの公募委員もおられます。

会議では、計画の内容や本市の子育て支援事業の進捗状況

などを報告し、様々な角度から助言をしていただいている

ところです。またこの会議は、応募により傍聴していただ

くことも可能です。

　今後は、子育て施策の充実に向け、子どもに関わる関係

団体や保護者とも連携を図り、課題の整理から異なる意見

を出し合い、共に考える場をつくっていきたいと考えま

す。

②

市民参画（市民の声）について（３件）

1件

　広報誌や市ウェブサイト、また子育てネットを活用し、

子育てに関する事業やその情報など、速やかに、また利用

者の視点に立った情報発信に努めてまいります。

①

市民生活に大切な事業については、計画段階から

公表し、市民・専門家や現場の関係者などを交え

た公開の委員会をつくってほしい。共に学び、異

なる意見を出し合い、話し合いを重ねるやり方で

財政もオープンに、計画のを練り上げる過程がほ

しい。市民も自分たちのできることはやる。参

画・協働の市民システムをつくるつもりで子育て

施策に関わりたいと思う。

2件

【子ども夢プラン推進委員会委員長より】「市民も自分た

ちのできることはやる。参画・協働の市民システムをつく

る」という心意気が素晴らしいと思います。情報発信に関

しては、行政側も様々な努力をしていますが、市民のみな

さんの良質なコミュニケーションに優るものはありませ

ん。前向きな提案をどんどんお願い申し上げます。「公開

の委員会」ですが、本委員会に関してはいつでも傍聴可能

です。是非、おいでください！　特定の問題を議論する場

も、是非、様々な方の主導での開催をお願いしたいです。

「出している。公開している」という説明がある

が、わかりにくかったり、小さく取り扱ったりと

伝えようという意図が薄いように感じる。
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意見数意見の概要 市の考え方

パブリックコメントについて（２件）

①

パブリックコメントは、市民の意見を反映し、施

策をより良いものにするために実施されるものと

考えているが、市民の意見を集めようとする意思

が見えない。また、「パブリックコメントを実施

し、市民の皆さまからの意見を反映しました。」

となっているが、過去形なのはなぜか。
2件

　パブリックコメントは、計画策定や条例の制定など、そ

の内容（案）を市民の皆さんにお示しし、広くご意見をお

伺いするものです。

　公表については、担当課の窓口や情報公開コーナーに設

置し、ウェブサイト、広報誌にも掲載して周知に努めてい

ます。なお、いただいたご意見は、この計画をはじめ、今

後の子育て施策に活かしていきたいと考えています。

　計画案に「意見を反映しました」という表記について

は、パブリックコメント実施後の策定前提としており、過

去形の表現となっています。今回、皆さまからいただいた

ご意見も反映し、計画の策定を進めてまいります。

【子ども夢プラン推進委員会委員長より】ニーズ調査の自

由記述やパブリックコメントのご意見を、副委員長ともど

も、じっくり拝見しています。拝見してすぐに、担当課な

どと対応をさせていただいていることもあります。本委員

会の傍聴、本委員会関連の講演会など、意見交流の機会が

様々にありますので、これからも、ご意見をお寄せくださ

いますよう、よろしくお願い申し上げます。

17



意見数意見の概要 市の考え方

③

「保育園リフレッシュ事業」について、乳幼児の

安全性を確保するため、劣化等によって修繕が必

要な機器の更新や軽微なバリアフリー化等の施設

の改善を進めているとあるが、子どもの施設にバ

リアフリー化は運動機能、危機回避能力獲得の機

会を奪う間違った施策と考える。

1件

　本事業は、送迎に来られる妊産婦や乳幼児連れの保護者

をはじめ、地域の人が安全に、安心して利用できるよう

に、施設の老朽化や破損などで生じた段差やズレを解消す

るために修繕を行っています。

　なお、子どもたちの運動機能や能力獲得に向けた活動

は、今後も日々の保育の中で継続して実施してまいりま

す。

⑤

市役所の別館のプレイルームは市民に認知されて

いなく、また利用しにくい。今はぬいぐるみを置

いているだけなので、古墳を思わせるような子ど

もたちの空間をつくり、子どもたちにアピールし

てはどうかと思う。
1件

　現在のプレイルームは、こども課が保護者からの相談や

児童面談に利用しており、また週に1回程度、子どもサ

ポーターの会が電話相談の場所として利用している状況で

す。

　常時開放することはできませんが、活用できる時間につ

いては、広く市民の方にご利用できるように、周知方法も

含めて検討してまいります。

　現在、来庁者向けや関係部署の多言語対応について、翻

訳機器を導入して対応しており、今後関係部署での導入に

ついて拡充を図ってまいります。

　令和２年度より小学校での外国語教育が始まり、日常生

活の中で、外国語や外国文化に触れることは重要だと考え

ています。

その他意見について（９件）

④

計画の概要版や分野別に見出しを付けるなどの工

夫が必要と考える。また目次で小分けしたファイ

ルをダウンロードできるようにすべきである。
2件

　策定時の公表については、概要版を作成するほか、市の

ウェブサイトにて公開の際は、章立てで見やすく工夫いた

します。

①

ＰＴＡの運営において、子ども連れで参加を拒否

されることが多い。羽曳野市は全国や府内の平均

よりも女性の就労の割合が低く、文化として残っ

ているのかもしれないが、女性の就業率の向上を

掲げるのであれば、地域の会議などを含め、子ど

も連れで参加できるような仕組みや雰囲気づくり

を市として推奨してほしい。 1件

　羽曳野市PTA連絡協議会の総会・子育て講演会や定例の

会議などでは、子連れでも参加できるように託児所を設け

たり、子どもの同席も認めています。しかし、各校区での

PTA（単位PTA）の会議等では託児所を設けることが難し

いため、話し合いの内容によっては、同席している子ども

が不安にならないように配慮し、子連れの参加ができない

場合もあるようです。

　また、 本市男女共同参画推進プランでは、「男女がとも

に参画できる仕組みづくり」を基本目標の一つとしてお

り、誰もが参画しやすい環境づくりのため、これからも意

識啓発を進めてまいります。

②

外国人の増加により、受け入れや仲良く付き合う

ことができたら良いと思う。外国人への苦手意識

をなくすために、「こんにちは・おはよう・おい

しい」など簡単な言葉を英語だけでなく、来訪者

が多い中国語や韓国語でも言えるように教えてみ

るのも方法である。

1件
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意見数意見の概要 市の考え方

　小中学校において、現時点では計画はありません。な

お、高等学校については、把握しておりません。

⑥

今、大阪府では教育・福祉の分野を超えて施策を

考えており、また、今、居る民生委員や教育支援

の人材を超えて、施策を進められている。羽曳野

市においても部署を超えて取り組みを考えてほし

い。
1件

　本計画の審議機関である「子ども・子育て会議」委員に

は、保健・福祉・教育など関係する幅広い分野から構成さ

れております。また、市役所内の検討会議においても、子

ども施策に関わる担当課で構成しており、大阪府と同様、

分野を超えた検討を行い、事業についても連携して取り組

んでいます。

【子ども夢プラン推進委員会委員長より】高等学校につい

ても、地元に学校があるということは、たいへんに重要な

ことです。所管が府ですが、私もおおいに関心をもってい

ます。市内と近隣にあるすべての園と学校が、楽しく学べ

る、豊かな出会いの場であり続けることができるように、

皆で協力し、支援していけたらと願っています。

⑦

幼稚園・保育園の再編計画については、昨年計画

が発表されたが、小・中・高についてはどうなの

か示されていない。
2件
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